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Alloyを用いたAgile Specification

開発における問題点 形式仕様記述の新プロセス提案

ソフトウェア開発の上流工程に形式仕様記述を
適用すると、自然言語による曖昧さが排除され、
上流品質の向上と開発トータルコストの削減が
期待できる。しかし、上流工程工数増加の問題
と、プログラム動作確認開始までのリードタイム
遅延リスクがある。

軽量形式仕様言語Alloyとアジャイル的手法を

組み合わせた新しい形式仕様記述プロセスを
提案した。

要求分析を小さな記述から開始し、仕様修正・
追加と具体例確認を繰返す新プロセスにより、
上流工程の品質確保とコスト削減を実現し、具
体例による動作確認の前倒しを可能とした。

sig 集合A{ 連結: some 集合A }
sig 集合B{ 連結: some 集合A }
run{}
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 ソルバー検査機能のさらなる活用
 適用事例の拡大と有効性の検証
 他手法との定量的な比較
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不正確 思い込み

アジャイル的手法を取り入れた形式仕様記述

小さく始めて段階的に
すばやく追加・修正

具体例を図や表の形
で即座に確認・議論

今後の展望

上流コスト削減と要求仕様品質向上の両立


